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国
内
外
の
著
名
な
専
門
家
や
研

究
者
を
招
へ
い
し
、
本
学
の
教
育
と

関
連
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学
内

で
講
演
を
行
う
。一
般
に
も
公
開
。

年
２
回
程
度
。
参
加
料
無
料
。

 

平
成
１３
年
度
実
績

　
「
ご
み
問
題
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
、

「
江
戸
文
化
再
考
」
の
テ
ー
マ
で
講
演

会
を
実
施
。

地
域
へ
の
貢
献

●
生
涯
学
習

【
授
業
公
開
講
座
】

【
公
開
講
演
会
】

【
市
町
村
カ
レ
ッ
ジ
】

【
附
属
図
書
館
開
放
】

【
地
域
講
演
会
】

●
行
政
連
携

　「
地
域
貢
献
に
関
す
る
情
報
発
信
」

と「
大
学
と
地
域
の
連
携
」の
た
め

の
窓
口
を
設
置
す
る
。

・
授
業
公
開
講
座

・
公
開
講
演
会

・
地
域
講
演
会

・
社
会
人
を
対
象
と
し
た
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
行
政
か
ら
の
受
託
研
究
、
共
同
研
究

・
行
政
の
政
策
・
法
務
・
Ｉ
Ｔ
等
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

・
行
政
職
員
研
修
（
市
町
村
カ
レ
ッ
ジ
）

・
審
議
会
委
員
等
紹
介

・
企
業
か
ら
の
受
託
研
究
、
共
同
研
究

・
教
育
研
究
奨
励
寄
附
金
の
受
け
入
れ

・
試
験
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究

【
地
域
ア
カ
デ
ミ
ー
の
設
置
】

　熊
本
県
立
大
学
地
域
ア
カ
デ
ミ
ー
の

主
な
業
務
内
容

生涯学習行政連携産学連携 ●
組
織
整
備

●
施
設
開
放

　
本
学
は
、熊
本
県
が
設
置
す
る
唯
一
の
大
学
と
し
て
、理
念
の
一
つ
で
あ
る
「
地
域
性
の
重
視
」
の
も
と
、

大
学
の
様
々
な
機
能
に
応
じ
て
地
域
へ
の
貢
献
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、そ
の
具
体
例
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
大
学
の
正
規
の
授
業
を
一
般
に

も
公
開
し
、
半
年
又
は
１
年
間
継

続
し
て
学
生
と
一
緒
に
受
講
で
き
る
。

受
講
料
（
１
科
目
に
つ
き
）

半
年
間   

５，
０
０
０
円

１
年
間
１
０，
０
０
０
円 

 

平
成
１３
年
度
実
績
　

  

外
国
語
、
文
学
、
環
境
、
社
会
学
な
ど

計
８８
科
目
を
開
講
。

　
本
学
の
教
員
を
県
内
の
市
町
村

に
派
遣
し
、
地
域
住
民
を
対
象
に
身

近
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
講
演
を
行
う
。

年
３
回
程
度
。
参
加
料
無
料
。

 

平
成
１３
年
度
実
績

　
鹿
本
地
区
（
植
木
町
）
、
菊
池
地
区
（
菊

池
市
）
、
天
草
地
区
（
五
和
町
）
の
３
地

区
で
実
施
。

特
集

　
県
内
居
住
の
１８
歳
以
上
の
人
や
県

内
事
業
所
に
勤
務
す
る
人
で
あ
れ
ば
、

本
学
が
発
行
す
る「
特
別
閲
覧
証
」

に
よ
り
、
館
内
で
自
由
に
閲
覧
で
き

る
。
な
お
、
平
成
１４
年
５
月
か
ら
は

貸
し
出
し
も
行
う
。

（
対
象
者
は
閲
覧
と
同
じ
）

　
分
権
時
代
の
市
町
村
職
員
に
求

め
ら
れ
る
専
門
的
な
知
識
の
取
得

を
目
指
し
、
県
内
市
町
村
職
員
を

対
象
と
し
た
本
学
の
教
員
に
よ
る

特
別
課
題
研
修
を
実
施
す
る
。

 

平
成
１３
年
度
実
績

　「
政
策
法
務
入
門
講
座
」を
２
回
実
施
。
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　「
豊
饒
の
海
」と
言
わ
れ
た
有
明
海
の
生

態
系
に
、
近
年
、
大
き
な
異
変
が
生
じ
て
い

ま
す
。
年
間
に
十
万
ト
ン
を
越
え
る
水
揚

げ
を
誇
っ
た
ア
サ
リ
、ハ
マ
グ
リ
、
タ
イ
ラ
ギ

な
ど
の
貝
を
獲
る
漁
業
は
、
干
潟
で
貝
が
育

た
な
く
な
っ
た
り
、
夏
に
沖
合
の
海
底
で
酸

素
が
少
な
く
な
る
現
象
に
よ
っ
て
、
こ
の
二

十
年
間
に
衰
退
し
ま
し
た
。
赤
潮
も
頻
発
し
、

ノ
リ
養
殖
漁
業
に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

今
、
有
明
海
の
生
態
系
で
一
体
何
が
起
き
て

い
る
の
か
？
そ
の
異
変
を
捉
え
て
、
原
因
を

解
明
す
る
こ
と
が
、
急
務
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
私
の
研
究
室
で
は
、
６
年
前
か
ら
、
熊
本

市
の
緑
川
の
河
口
に
広
が
る
砂
の
干
潟
で
、

ア
サ
リ
の
生
態
の
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ア
サ
リ
が
獲
れ
な
く
な
っ
た
の

は
、
生
ま
れ
た
て
の
ア
サ
リ
の
稚
貝
が
干
潟

で
は
育
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。
干
潟
で
繁
殖
に
成
功
し
て
も
、
子
孫

が
育
た
な
け
れ
ば
、
そ
の
集
団
が
寿
命
と
と

も
に
姿
を
消
す
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
干
潟
の
上
に
、
沖
合
の
海

底
か
ら
取
っ
た
砂
を
撒
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な

貝
や
ゴ
カ
イ
が
よ
く
育
つ
よ
う
に
な
り
、
１

年
も
す
る
と
ま
る
で
別
世
界
が
出
来
上
が

り
ま
す
。
干
潟
は
生
き
て
い
ま
し
た
！
で
も
、

砂
の
質
に
何
か
問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。
そ

れ
を
解
決
で
き
れ
ば
、
明
日
に
も
干
潟
の
生

態
系
は
蘇
り
ま
す
。

　
干
潟
の
生
態
系
の
研
究
を
進
め
て
い
く

う
ち
に
、
今
度
は
、
沖
合
か
ら
大
量
の
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
が
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
赤
潮

で
す
。
夏
に
起
き
る
赤
潮
は
魚
介
類
に
有
毒

な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
冬
に
起
き
る

赤
潮
は
ノ
リ
養
殖
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
す
。
で
も
、
有
明
海
は
一
日
の
潮
汐
に
よ

る
海
水
面
の
変
動
が
４
〜
６
ｍ
に
も
な
り
、

そ
の
た
び
に
外
海
の
新
鮮
な
海
水
が
流
れ

込
ん
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
水
質
が
保
た

れ
、
問
題
を
起
こ
す
よ
う
な
赤
潮
の
発
生
は

少
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
な
ぜ
か
、
こ
の
十
年
は
、
そ
れ
ま
で
と
は

状
況
が
違
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
有
明
海
で

何
が
起
き
て
い
る
の
か
、
昨
年
か
ら
そ
の
理

由
を
求
め
て
、
漁
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
水

質
の
観
測
に
有
明
海
を
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

水
温
、
塩
分
、
酸
素
量
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
量
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
繁
殖
に
必
要

な
栄
養
塩
の
濃
度
な
ど
を
観
測
し
て
、
ど
の

よ
う
に
し
て
赤
潮
が
起
き
て
い
る
の
か
を
捉

え
、
そ
こ
か
ら
、
何
ら
か
の
原
因
を
見
い
だ

す
こ
と
を
試
み
て
い
ま
す
。

　
広
大
な
干
潟
を
擁
す
る
有
明
海
は
、
き

わ
め
て
生
物
生
産
性
の
高
い
海
で
す
。
そ
の

海
の
生
産
性
を
保
つ
こ
と
は
、
環
境
の
保
全

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
漁
業
や
食
品
加
工

な
ど
の
産
業
を
支
え
、
豊
か
な
地
域
社
会

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
不
可
欠
で
す
。
有

明
海
の
研
究
を
通
し
て
、
地
域
社
会
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

有
明
海
の
異
変
の
解
明
に
取
り
組
む

環
境
共
生
学
部
　
生
態
・
環
境
資
源
学
専
攻

研
究
活
動
を
通
じ
た
地
域
貢
献

　
本
学
で
は
、前
頁
で
紹
介
し
た
取
り
組
み
の
他
、地
域
の
抱
え
る
課
題
の
調
査
研
究
を
行
い
、そ
の
研
究
成
果
を
地
域
に
還
元
す
る
と
い
っ
た

「
研
究
活
動
を
通
じ
た
地
域
貢
献
」
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、環
境
共
生
学
部
の
堤
教
授
が
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

教
　
授

（
海
洋
生
態
学
）

堤
　
裕
昭

特集
地域への貢献
Special Edition
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■熊本県立大学地域貢献研究事業 採択実績（平成１３年度）
●地域振興支援研究（文化、自然、社会等の領域における地域振興の一助となる研究）

稲川 順一（文学部教授）

弘谷 多喜夫（文学部教授）

中島 煕八郎（環境共生学部教授）

堤 　裕昭（環境共生学部教授）

荒木 昭次郎（総合管理学部教授）

赤松 秀岳（総合管理学部教授）

●学術高度化研究（学術の高度化に寄与し、ひいては本県の発展に寄与し得る優れた着想を持つ基礎的研究および
　特色ある研究を格段に発展させ得る研究）       

熊本県方言解説及び同辞典のホームページ作成

台湾と熊本の戦前・戦後における教育交流の歴史と今後の施策

棚田を持つ農山村における生活環境に関する研究

有明海の干潟域の底質と貝類の生残について

熊本県下の市町村における行政運営の効率化に関する調査研究

市町村職員の政策法務能力を向上させるための方策に関する研究

※下記参照

※下記参照

氏　　名 研　究　テ　ー　マ

●設置者からの依頼研究 （設置者である熊本県の各所属が持つ政策課題等の研究）

村上 良知（環境共生学部教授）

村上 良知（環境共生学部教授）

鈴木 公（環境共生学部教授）

松添 直隆（環境共生学部助教授）

白土 英樹（環境共生学部助教授）

張 　代洲（環境共生学部講師）

宮園 博光（総合管理学部助教授）

ユニバーサル・デザインによる建築計画のガイドライン策定の可能性の検討

熊本県下の既存特別養護老人ホームの小規模改修手法の検討

子どもの生活習慣が身体面・精神面へ与える影響について

トマト用の土壌病害虫抵抗性を有する台木植物の育成について

芦北地方特産のサラダ用タマネギの辛味成分の分析と機能性について

黄砂が大気中の浮遊粒子状物質に与える影響について

障害者に関するデータ、サービス等の一元的管理の方法について

建築課

高齢保健福祉課

宇城地域振興局

農業研究センター

芦北地域振興局

環境保全課･保健環境科学研究所

宇城地域振興局

氏　　名 研　究　テ　ー　マ 依頼元

篠原 亮太（環境共生学部教授）

古賀 実（環境共生学部教授）

松崎 弘美（環境共生学部講師）

脱臭－凝集機能を有するｄ－軌道金属イオン類水溶液の産業廃棄物処理への応用

底泥中微量有機スズ化合物の迅速定量方法の開発

食品保存における乳酸菌の利用

氏　　名 研　究　テ　ー　マ

【 
本
学
で
の
研
究
状
況 

】

　
こ
の
研
究
は
、
総
合
管
理
学
部
の
ス

タ
ッ
フ
６
名
に
よ
り
、
平
成
13
〜
15
年
の

３
カ
年
間
で
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

熊
本
県
内
の
94
市
町
村
を
念
頭
に
置
き
、

地
方
分
権
改
革
が
推
進
さ
れ
て
い
く
中

で
、
市
町
村
経
営
は
い
か
に
あ
る
べ
き

か
を
、「
効
率
性
」と「
自
治
性
」に
焦
点

を
当
て
な
が
ら
多
角
的
に
分
析
し
、
こ

れ
か
ら
の
行
政
運
営
の
方
向
性
を
探
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
行

政
運
営
に
企
業
経
営
及
び
企
業
会
計

原
則
の
導
入
は
可
能
か
ど
う
か
、
あ
る

い
は
行
政
の
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
及
び

行
政
運
営
の
合
理
化
に
情
報
技
術（
Ｉ

Ｔ
）の
普
及
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
る
の
か
な
ど
、
各
ス
タ
ッ

フ
の
専
門
分
野
の
立
場
か
ら
分
析
す
る
。

こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
市
町
村
運
営

に
関
す
る
資
料
収
集
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
を
行
う
と
と
も
に
、
内
外
と
の
比
較

分
析
を
行
い
、
活
発
な
議
論
を
通
し
て

一
定
の
効
率
的
行
政
運
営
の
方
向
を
提

言
し
て
い
き
た
い
。

教

授

教

授

教

授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

荒
木 

昭
次
郎

渡
邊
　
榮
文

中
宮
　
光
隆

森
　
美
智
代

石
森
　
久
広

宮
園
　
博
光

熊
本
県
下
の
市
町
村
に

お
け
る
行
政
運
営
の

効
率
化
に
関
す
る

調
査
研
究

■
総
合
管
理
学
部

講

師

張
　 

代
洲

黄
砂
が
大
気
中
の

浮
遊
粒
子
状
物
質

(

Ｓ
Ｐ
Ｍ)

に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て

■
環
境
共
生
学
部

　
黄
砂
現
象
は
、
ア
ジ
ア
大
陸
砂
漠
地

帯
や
黄
土
地
帯
で
舞
い
上
げ
ら
れ
た
多

量
の
砂
塵
が
偏
西
風
に
よ
り
風
下
方
向

に
拡
散
し
て
、
到
着
地
点
の
天
空
を
覆

っ
て
大
気
中
の
浮
遊
粒
子
状
物
質(

略
称
・

Ｓ
Ｐ
Ｍ)

の
濃
度
が
著
し
く
大
き
く
な
る

現
象
で
す
。
熊
本
県
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｐ
Ｍ

の
環
境
基
準
の
達
成
状
況
に
は
達
成
率

が
非
常
に
低
い
年
が
あ
り
ま
す
。
特
に

毎
年
の
春
に
達
成
し
な
い
日
は
頻
繁
に

出
ま
す
。
達
成
出
来
な
い
原
因
の
一
つ
は
、

黄
砂
な
ど
の
自
然
現
象
が
影
響
し
て
い

る
こ
と
が
経
験
的
に
分
か
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
特
に
原
因
究
明
の

調
査
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
研

究
で
は
、
県
保
健
環
境
科
学
研
究
所
と

協
力
し
て
、
県
内
に
お
い
て
Ｓ
Ｐ
Ｍ
が
環

境
基
準
を
超
え
る
時
に
巨
視
的
と
微
視

的
な
調
査
を
行
い
ま
す
。
巨
視
的
な
調

査
を
と
お
し
て
Ｓ
Ｐ
Ｍ
が
環
境
基
準
を

超
え
る
主
因
に
な
る
粒
子
状
物
質
の
大

き
さ
範
囲
と
そ
の
範
囲
の
粒
子
状
物
質

の
主
な
組
成
を
究
明
し
ま
す
。
微
視
的

な
調
査
を
と
お
し
て
環
境
基
準
を
超
え

る
主
因
に
な
る
粒
子
状
物
質
の
実
態
を

個
々
レ
ベ
ル
で
明

ら
か
に
し
ま
す
。

県立大学構内において採集された黄砂時期の
大気中の浮遊粒子(A：海塩；B：砂と海塩の混合)

　
本
学
で
は
、
各
種
研
究
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
、
設
置
者
で
あ
る
熊
本
県
や
文
部
科
学
省
等
か
ら
の
支
援
を
得
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
１２
年
度
か
ら
は
外
部
資
金
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
、
民
間
企
業
等
か
ら
寄
附
金
を
得
て
い
ま
す
。
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■科学研究費補助金 採択実績（平成１３年度）
●文部科学省

有薗 幸司（環境共生学部教授）

松野 了二（総合管理学部教授）

水環境汚染評価のための新バイオマーカー

語学教育用ソフトウェア部品の開発とその活用に関する研究

氏　　名 研　究　テ　ー　マ

■外部資金 受け入れ実績（平成１３年度）
●受託研究

●教育研究奨励寄附金

厚生労働省国立公衆衛生院

くまもとテクノ産業財団

人についてのデータの解析とリスクの不確実性評価

ナス果実の着色、味覚成分及び機能成分に関する研究

委　託　者

有薗 幸司（環境共生学部教授）

松添 直隆（環境共生学部助教授）

研　究　テ　ー　マ

　 旗 影 会

㈱ タ ク マ

次世代埋立システム研究会

㈱水環境科学研究所

㈱ 環 境 調 査 研 究 所

㈱ 環 境 調 査 研 究 所

（財）九州環境管理協会

東 和 科 学 ㈱

㈱みなまた環境テクノセンター

ジャパンドームハウス㈱

（財）日本建築センター

（財）日本建築センター

住友林業（株）筑波研究所

味 の 素 ㈱

味 の 素 ㈱

（社）鋼 材 倶 楽 部

ピ ー エ ス ㈱

神 村 鉄 工 ㈱

ホ シ サ ン ㈱

共役リノール酸の肥満防止機能に関する研究

環境中有害化学物質の物理化学的処理

環境汚染微量物質が小生生物に与える影響

海水及び河川水での電気的浄化法に関する研究

干潟の底生生物の生態

有明海干潟域の底生生物相

博多湾湾奥部の海底環境の改善

酵母を用いた環境化学物質の評価

キンギョ及びメダカを用いた内分泌撹乱評価手法への応用

ドレンベッドによる野菜のハウス栽培研究

リサイクル木造住宅の開発に関する研究

リユース・リサイクル可能な木造住宅の開発研究

住宅の長寿命化を図るための構造劣化診断技術

食物アレルゲンの体内侵入に関する基礎研究

クローン病に対する成分栄養剤の効果に関する研究

木造建築構造用鋼・木ハイブリッド耐震壁に関する研究

リニューアルされた環境共生型小規模オフィスビルにおける室内気候形成メカニズムに関する研究

遮光網が全蓋式アーケード内部の温熱環境に与える影響

抗菌性乳酸菌スターターカルチャーによる麹作製と味噌醸造

寄　附　者

研究担当者

研究担当者

菅野　道廣（学長）

古賀　 実（環境共生学部教授）

深津 和彦（環境共生学部教授）

篠原 亮太（環境共生学部教授）

堤 　裕昭（環境共生学部教授）

堤 　裕昭（環境共生学部教授）

堤 　裕昭（環境共生学部教授）

有薗 幸司（環境共生学部教授）

有薗 幸司（環境共生学部教授）

松添 直隆（環境共生学部助教授）

大橋 好光（環境共生学部助教授）

大橋 好光（環境共生学部助教授）

大橋 好光（環境共生学部助教授）

南　 久則（環境共生学部助教授）

南　 久則（環境共生学部助教授）

李　　 麗（環境共生学部講師）

辻原 万規彦（環境共生学部講師）

辻原 万規彦（環境共生学部講師）

松崎 弘美（環境共生学部講師）

研　究　テ　ー　マ

●日本学術振興会

山田 俊（文学部助教授）

山　 健司（文学部助教授）

大岡 敏昭（環境共生学部教授）

大和田 紘一（環境共生学部教授）

松添 直隆（環境共生学部助教授）

大橋 好光（環境共生学部助教授）

南 　久則（環境共生学部助教授）

山田 俊弘（環境共生学部講師）

李 　　麗（環境共生学部講師）

辻原 万規彦（環境共生学部講師）

赤星 亜朱香（環境共生学部助手）

唐宋道教の心性思想研究

古代日本文学における漢語の受容

日本の城下町における近世近代の都市住宅に関する研究

内湾近低層における微生物生産に関する研究～隔離実験的による微生物ループの検証～

トマトの土壌伝染性病・虫害の回避を目的にしたナス植物の台木利用に関する研究

阪神淡路大震災における木造建物の破壊モードと入力地震動の関係

培養細胞を用いたアレルゲンの腸管透過性と通過経路に関する研究

東南アジア熱帯域におけるアオギリ科植物の比較生態学的研究～熱帯雨林での植物のニッチ分割～

木造建築構造用の木・鋼ハイブリッド耐力壁に関する実験的研究

戦前期の南洋群島における建築物にみられる室内環境調整手法と気候風土に関する研究

キシリトールのヒトにおける抗アレルギー作用：唾液IｇAの分泌刺激

氏　　名 研　究　テ　ー　マ

（財）
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も
と
も
と
中
央
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
の
神
話
や
伝
説

へ
の
興
味
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。
19
世
紀
に
イ
ギ
リ

ス
で
昔
話
や
伝
説
の
研
究
収
集
が
始
ま
り
ま
す
が
、

イ
ン
ド
で
も
好
古
趣
味
を
持
っ
た
植
民
地
官
僚
、
宣

教
師
、
そ
の
家
族
ら
は
、
召
使
や
担
当
地
域
の
人
々

か
ら
集
め
た
話
や
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
英
訳

し
て
イ
ギ
リ
ス
で
出
版
し
ま
し
た
。
そ
の
い
く
つ
か
は

現
在
で
も
再
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
本
を

手
に
し
た
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
読
者
は
何
を
期
待
し
、

何
を
楽
し
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
資
料
と
出

会
っ
て
私
の
関
心
は
む
し
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
に
移
り
ま
し

た
。
”イ
ギ
リ
ス
人
は
イ
ン
ド
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
イ
メ

ー
ジ
を
抱
き
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た

の
か
？

旅
行
記
に
は
何
と
描
か
れ
、
小
説
や
絵
画
に
は
？
“

疑
問
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ズ

の「
四
つ
の
署
名
」事
件
で
、
イ
ン
ド
の
財
宝
は
テ
ム
ズ

川
に
沈
み
、「
小
公
女
」の
父
親
は
イ
ン
ド
で
金
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。『
秘
密
の
花
園
』の
主
人
公
の
両
親

は
イ
ン
ド
で
急
死
し
、「
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
」は
ヒ
マ
ラ
ヤ

山
中
に
あ
り
ま
し
た
。
正
体
不
明
の
富
と
突
然
の
死

と
不
老
不
死
。
ど
ん
な
事
実
と
妄
想
が
反
映
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
謎
を
解
く
鍵
は
、
政
治
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、
経
済
や
絵
入
新
聞
、
進
化
論
や
神
秘
主
義
、
あ

ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
散
ら
ば
っ
て
、
新
し
い
発
見
と
疑

問
に
導
い
て
く
れ
ま
す
。
探
索
の
旅
は
楽
し
く
て
、
ま

る
で
広
大
な
博
物
館
の
中
で
迷
子
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。

　
今
世
紀
は
、「
環
境
の
世
紀
」と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

20
世
紀
文
明
と
し
て
の
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大

量
廃
棄
か
ら
、
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
省
資
源
、
循
環
代
謝
型
、
低
環
境
負
荷
型
へ

転
換
し
て
い
く
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
の
価
値
観
、
経
済

社
会
制
度
お
よ
び
生
活
様
式
な
ど
を
改
革
し
て
、「
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
循
環
型
社
会
」を
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
に
応
え
る
た
め
に
、
平
成
13
年

度
か
ら
15
年
度
ま
で
、
文
部
科
学
省
の「
先
導
的
研

究
」と
し
て
、
国
連
大
学
の
鈴
木
副
学
長
を
研
究
代

表
者
に
、
鹿
大
を
中
心
に
、
東
工
大
、
豊
橋
技
術
科

学
大
な
ど
、
自
然
科
学
と
人
文
・
社
会
科
学
の
研
究

者
に
よ
る「
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
屋
久
島
モ
デ
ル

の
構
築
」の
サ
ブ
責
任
者
と
し
て
、「
循
環
型
経
済
社

会
シ
ス
テ
ム
の
形
成
」の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
研
究
で
は
、「
成
長
、
資
源
お
よ
び
環
境
の
ト

リ
レ
ン
マ
」の
問
題
解
決
を
め
ざ
し
て
、
先
進
的
な
最

適
モ
デ
ル
で
あ
る
屋
久
島
を
対
象
に
、
循
環
型
経
済

社
会
の
理
念
と
企
業
経
営
の
あ
り
方
、
と
り
わ
け
、

生
産
者
責
任
な
ど
、
企
業
経
営
の
果
た
す
べ
き
役
割

を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
技
法
、
方
策
お

よ
び
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
の
提
言
を
行
い
、
そ
れ

ら
の
研
究
成
果
を
広
く
国
内
外
に
発
信
す
る
予
定
で

す
。

大英帝国のごった煮の入れもの：大英博物館

循環型社会と企業経営のあり方　

インド経由イギリス行き多目的便

　
21
世
紀
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
時
代

と
言
わ
れ
て
お
り
、
私
は
、
微
生
物
が
持
っ
て

い
る
パ
ワ
ー
を
食
品
や
環
境
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
乳
酸
菌
は
私
た

ち
の
腸
内
に
も
存
在
す
る
善
玉
菌
で
す
が
、
食
品
製

造
に
目
を
向
け
る
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
チ
ー
ズ
、
醤
油
、

味
噌
、
酒
、
漬
物
な
ど
の
伝
統
的
発
酵
食
品
の
製
造

に
利
用
さ
れ
食
品
の
保
存
性
を
高
め
て
い
ま
す
。
あ

る
種
の
乳
酸
菌
が
生
産
す
る
タ
ン
パ
ク
質
性
の
抗
菌

物
質（
バ
ク
テ
リ
オ
シ
ン
）は
、
食
中
毒
細
菌
な
ど
の

食
品
有
害
菌
の
生
育
を
阻
害
す
る
の
で
、
こ
れ
を
安

全
な
天
然
食
品
保
存
料
と
し
て
利
用
す
べ
く
研
究
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
微
生
物
が
つ
く
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
研
究
も

行
っ
て
い
ま
す
。
化
学
合
成
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
多
く
は

自
然
環
境
中
で
分
解
で
き
な
い
た
め
、
様
々
な
環
境

問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
が
、
微
生
物
が
つ
く

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
合
成
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
同
様
な

性
質
を
有
し
、
自
然
界
に
存
在
す
る
微
生
物
に
よ
っ

て
完
全
に
分
解
さ
れ
る
の
で
、
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
と
も
呼
ば
れ
る
環
境
調
和
型
の
材
料
で
す
。
こ
れ

は
、
使
い
捨
て
製
品
や
食
品
ト
レ
ー
に
使
用
で
き
ま

す
し
、
生
体
適
合
性
も
有
し
て
い
ま
す
の
で
手
術
用

の
縫
合
糸
な
ど
へ
も
利
用
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
遺
伝

子
工
学
な
ど
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
技
術
を
屈
指

し
て
素
材
の
優
れ
た
も
の
を
つ
く
り
だ
す
な
ど
実
用

化
に
向
け
た
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後

も
微
生
物
お
よ
び
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
し
、

食
・
健
康
・
環
境
に
役
立
つ
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

微生物バイオテクノロジーで食と環境を考える

文学部

総合
管理学部

環境
共生学部

環境共生学部

（食品バイオ工学）
松崎 弘美講 師

総合管理学部

（経営学）
松本 譲教 授

文学部

（比較文学）
難波 美和子講 師

生分解性プラスチックの分解試験

3週間後 6週間後

こんな研究しています。
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１
年
間
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校

（
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）の
言
語
学
科
に
、
客
員
研
究
員
と
し
て

滞
在
し
て
き
ま
し
た
。
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
は
美
し
い
海
岸
で

有
名
な
ラ
ホ
ヤ
に
あ
り
ま
す
。
周
り
は
自
然
に
囲

ま
れ
、
気
候
も
よ
く
、
研
究
環
境
に
恵
ま
れ
た
大

学
で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
小
高
い
丘
の
上
に
あ
り
、

言
語
学
科
の
あ
る
建
物
は
そ
の
丘
を
登
り
き
っ
た

所
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
奥
に
ず
っ
と
進
ん
で

い
く
と
、
美
し
い
ラ
ホ
ヤ
の
海
岸
が
開
け
て
き
ま
す
。

　
研
修
中
は
、ロ
ナ
ル
ド
・
ラ
ネ
カ
ー
博
士
の
認
知

文
法
理
論
を
研
究
す
る
の
が
専
ら
の
目
的
で
し
た
。

認
知
文
法
理
論
は
、
人
間
の
認
知
シ
ス
テ
ム
と
し

て
最
も
妥
当
な
文
法
理
論
の
構
築
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
は
、
神
経
科
学
、
心
理
学
、
脳
科

学
等
を
中
心
に
、
脳
と
心
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明

し
よ
う
と
す
る
認
知
科
学
に
お
い
て
、
世
界
的
に

優
秀
な
研
究
者
の
集
ま
る
大
学
で
す
。こ
の
よ
う
な

環
境
の
中
で
、
文
法
に
関
わ
る
諸
原
理
を
一
般
認

知
機
構
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
認
知
文
法
理
論
が

生
ま
れ
た
の
も
分
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。こ

の
理
論
は
現
在
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
文
法
理
論

の
一
つ
で
あ
る
た
め
、
ラ
ネ
カ
ー
博
士
の
講
義
で
は
、

世
界
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
客
員
研
究
員
が
受

講
者
の
大
半
を
占
め
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
年
中
ほ
と
ん
ど
雨
の
降
る
こ
と
の
な
い
、
快
晴
の

続
く
温
暖
な
気
候
、
充
実
し
た
研
究
施
設
、
先
端

の
研
究
成
果
の
集
ま
る
大
学
、
こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ

た
環
境
の
中
で
学
問
を
や
っ
て
い
る
者
に
と
っ
て
至

福
の
喜
び
を
感
じ
る
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
古
代
の
中
国
住
宅
と
日
本
住
宅
の
関
連
性

を
調
べ
る
た
め
に
４
か
月
中
国
に
留
学
し
た
。
４
世

紀
か
ら
13
世
紀
ま
で
の
日
本
文
化
は
中
国
文
化
圏

の
内
に
あ
っ
た
。
住
宅
に
つ
い
て
も
当
初
は
中
国
住

宅
を
模
倣
し
た
が
、10
世
紀
以
降
次
第
に
日
本
独

特
の
住
宅
様
式
を
創
造
す
る
に
至
り
、
19
紀
ま
で

発
展
し
続
け
た
。
そ
の
背
景
に
最
澄
、
空
海
、
道
元

ら
に
よ
る
思
想
と
民
衆
化
が
あ
る
。
彼
ら
は
身
命

を
省
み
ず
、
仏
教
、
儒
教
な
ど
の
中
国
文
化
を
学

び
、
日
本
風
土
の
中
で
新
た
な
る
文
化
思
想
を
創

造
し
た
偉
大
な
哲
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
知
力
、
気
力
に
お
い
て
彼
ら
の
足
元
に
も
及
ば

な
い
が
、
西
安
、
洛
陽
、
太
原
、
大
同
、
敦
煌
、
北
京
、

上
海
、
杭
州
、
寧
波
の
都
市
を
訪
問
し
、
古
代
住
宅

建
築
を
調
べ
た
。
仮
説
は
的
中
し
、
中
国
住
宅
は
３

０
０
０
年
前
か
ら
変
わ
ら
な
い
と
す
る
学
説
は
誤

り
で
あ
っ
た
。
中
国
文
化
は
秦
漢
、
唐
宋
、
明
清
で

大
き
く
異
な
る
と
和
辻
哲
郎
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

住
宅
様
式
も
仏
教
と
儒
教
の
攻
め
ぎ
合
い
の
中
で

異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
沿
っ
て
走
る
敦
煌
へ
の
列
車
は
、

ゴ
ビ
砂
漠
の
河
西
回
廊
の
真
っ
只
中
に
あ
っ
た
。
車

中
に
流
れ
る
北
国
の
春
を
中
国
友
人
と
歌
い
な
が

ら
車
窓
に
眼
を
や
る
と
、
遙
か
遠
方
に
明
代
の
西

端
の
古
城
嘉
峪
関
が
み
え
た
。
砂
漠
の
地
平
に
孤

立
す
る
そ
の
高
い
城
壁
は
、
小
説「
敦
煌
」の
主
人

公
趙
行
得
が
愛
し
た
回
鶻
の
王
女
が
甘
州
城
の
上

か
ら
身
を
投
じ
た
悲
劇
の
場
景
を
彷
彿
さ
せ
る
も

の
で
あ
っ
た
。

文学部  講師　村尾 治彦 （言語学）
（２０００年９月から２００１年８月までアメリカで留学研修）

ＵＣＳＤでの研修を終えて

環境共生学部　教授　大岡 敏昭 （住宅計画学）
（２０００年９月から１２月まで中国で留学研修）

東洋文明の源流中国、そして偉大な哲人たち

　
私
た
ち
荒
木
ゼ
ミ
は
、
荒
木
昭
次
郎
先
生

を
中
心
に
、
男
子
学
生
８
人
、
女
子
学
生
１

人
と
非
常
に
男
性
密
度
が
高
く
、
汗
臭
く
、

ま
た
大
変
勉
学
に
勤
し
み
や
す
い
環
境
の
も

と
、
日
夜
地
方
自
治
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
い

ま
す（
厳
密
に
は
先
生
が
１
人
で
熱
く
語
ら

れ
て
お
り
ま
す
）。

　
荒
木
先
生
と
い
い
ま
す
と
、
地
方
自
治
に

つ
い
て
語
ら
れ
た
ら
、
右
に
出
る
も
の
は
な
く
、

日
本
で
も
５
本
の
指
に
入
る
ほ
ど
の
地
方
自

治
の
使
い
手
だ
と
私
は
先
輩
か
ら
聞
い
て
お

り
ま
す（
ま
じ
っ
す
か
ー
）。
し
か
し
、
そ
の
正

体
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
私
個
人
と
し
て
、
荒
木
先
生
の
す
ば
ら
し

い
と
思
う
点
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
か

な
り
の
実
力
者
で
あ
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
少
し
も
驕
る
こ
と
な
く
、
私
達
に
様
々
な

こ
と
を
熱
心
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
ニ

コ
ニ
コ
さ
れ
て
い
る
そ
の
姿
か
ら
は
、
時
に
仏

の
風
格
さ
え
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て

先
生
の
仏
の
語
り
に
よ
り
、
あ
る
時
は
私
達

を
極
楽
浄
土
の
眠
り
へ
と
誘
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
力
を
持
っ
て
お
ら

れ
る
荒
木
先
生
の
も
と
で
、
日
々
の
有
り
難
い

お
言
葉
を
胸
に
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

思
う
今
日
こ

の
頃
で
あ
り

ま
す
。 仏

の
荒
木
先
生

総
合
管
理
学
部
総
合
管
理
学
科
3
年

宮
部 

逸
人

総合管理学部
教授　荒木昭次郎
（地方自治論） 右端が宮部君

随筆

我が師

明代の古城、嘉峪関

UCSDの図書館にて
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学生の声

　
毎
日
、
お
客
様
の
応
対
や
日
常
処
理
に
追
わ
れ
て
１

日
が
過
ぎ
る
の
が
早
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
今
春
、
九
州

産
業
交
通
に
入
社
し
て
か
ら
１
年
。「
も
う
１
年
!?
」と

自
分
で
も
驚
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　
最
初
の
配
属
先
は「
ホ
テ
ル
営
業
部
」で
し
た
。
希
望

し
て
い
た
所
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
初
め
の
う
ち
は
少
し

悩
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
や
り
が
い
や
面
白
さ
を
見
出

せ
て
か
ら
は
、
上
司
や
先
輩
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぼ
う

と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
学
生
時
代
は
、
色
々
な
分
野
で
の
活
動
を
す
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
し
た
。
県
の
企
画
へ
の
参
加
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
海
外
研
修
…
。
学
外
、
異

世
代
と
の
交
流
が
、
社
会
に
出
て
か
ら
と
て
も
役
に
立

っ
て
い
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
に
は
、
様
々
な
お
客
様
が
お
見
え
に
な
り
ま

す
。
ま
さ
に
１
０
０
人
１
０
０
通
り
の
対
応
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
時
に
学
生
時
代
の
経
験
が
活
か
さ

れ
て
い
る
の
で
は
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、「
今
や
る
べ
き
事
は
…
」と
考
え
て
学
生

時
代
を
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
自
分

が
ど
ん
な
人
間
に
な
り
た
い
の
か
、
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

「
今
や
る
べ
き
事
は
・・・
」  ■九州産業交通㈱ 熊本交通センターホテル

ホテル営業部 勤務

坂梨 綾
平成１３年３月卒（文学部日本語日本文学科）

中段右端が坂梨さん

卒業生からのメッセージ
Message for you

道づくり委員会　Ａｒｃｈ　松岡沙織（生活科学部生活環境学科４年）

「道」をどうぞよろしく。
　
白
亜
の
建
物
と
赤
茶
の
タ
イ

ル
に
囲
ま
れ
た
県
立
大
学
に
、

私
た
ち
は
ち
ょ
っ
と
異
質
な「
道
」

を
つ
く
り
ま
し
た（
こ
の
春
秋
彩

が
出
る
こ
ろ
に
は
完
成
し
て
い
る

は
ず
？
）。
２
〜
４
年
生
は
す
で

に
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
１

年
生
は
古
い
方
の
環
境
共
生
学

部
棟
の
中
庭
を
見
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
こ
の
道
づ
く
り
は
環
境
共
生

学
部
の
中
島
先
生
と
会
計
課
に

よ
り
提
案
さ
れ
、
生
活
環
境
学

科
２
０
０
０
年
度
卒
の
学
生
の
呼

び
か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。

「
だ
だ
っ
広
い
中
庭
が
ぜ
ん
ぜ
ん

使
わ
れ
て
い
な
く
て
も
っ
た
い
な

い
。
」

「
新
し
い
環
境
共
生
学
部
棟
が

孤
立
し
な
い
よ
う
な
工
夫
が
ほ

し
い
」

な
ど
の
意
見
か
ら
道
を
つ
く
る
に

至
り
、
道
づ
く

り
し
た
い
人
が

自
由
に
参
加
で

き
る
た
め
の
窓

口
と
し
て「
Ａ
ｒ

ｃ
ｈ
」を
結
成
し

ま
し
た
。
そ
し

て
「
ど
う
せ
な

ら
環
境
共
生
学

部
の
味
を
出
し
、

自
分
た
ち
に
し

か
で
き
な
い
も

の
を
つ
く
り
た
い
」

と
思
い
、
１
年
間
の
紆
余
曲
折
を

経
た
結
果
、
枕
木
の
道
を
設
計

し
ま
し
た
。
枕
木
を
道
に
使
う

と
い
う
の
は
結
構
一
般
的
に
見
ら

れ
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
長
い
も
の

は
全
国
探
し
て
も（
世
界
を
探
し

て
も
？
）な
い
と
思
い
ま
す
。

　
工
事
が
始
ま
っ
た
の
は
去
年
の

10
月
。
道
の
輪
郭
に
沿
っ
て
穴
を

掘
り
、
砂
利
と
砂
を
敷
き
詰
め
、

そ
の
上
に
枕
木
を
敷
い
て
い
ま
す
。

毎
週
土
日
を
利
用
し
て
３
〜
12

人
が
集
ま
り
作
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。一
番
大
変
な
の
が
枕
木

を
敷
く
作
業
で
す
。
１
本
70
〜

80
kg
も
あ
る
枕
木
を
１
本
ず
つ

丁
寧
に
水
平
に
な
る
よ
う
に
敷

き
詰
め
ま
す
。
そ
れ
が
２
５
０
本

あ
ま
り
！
気
の
遠
く
な
る
よ
う

な
作
業
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
道

が
姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
く
の
は

な
ん
と
も
い
え
な
い
感
動
で
し
た
。

　
約
２
年
の
時
を
経
て
、
道
は
と

り
あ
え
ず
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
に
使
う
か
は
こ

れ
か
ら
の
皆
さ
ん
で
自
由
に
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
散
歩
道

と
し
て
使
う
も
よ
し
、
白
亜
祭
の

と
き
に
店
を
並
べ
る
も
よ
し
、
ベ

ン
チ
を
作
っ
て
溜
ま
り
場
に
す
る

も
よ
し
。
ま
た
、
今
は
平
ら
な
道

で
も
、
木
は
生
き
物
で
、
時
間
が

経
つ
と
反
っ
た
り
よ
じ
れ
た
り
し

て
、
デ
コ
ボ
コ
が
出
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
変
化
も
こ
れ
か

ら
の
皆
さ
ん
で
手
直
し
を
し
な

が
ら
末
永
く
か
わ
い
が
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
ち
な
み
に
２
０
０
２
年
度
も

少
し
工
事
が
残
っ
て
い
ま
す
。
少

し
で
も
興
味
が
あ
る
人
は
ど
し

ど
し
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
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卒
業
し
て
１
年
。
大
学
で
の
生
活
が
ず
い
ぶ
ん
昔
の

こ
と
の
よ
う
で
す
。

　
ま
じ
め
だ
と
は
お
世
辞
に
も
言
え
な
い
学
生
だ
っ
た

私
は
、
毎
日
ア
ル
バ
イ
ト
三
昧
で
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
や

予
備
校
、コ
ン
ビ
ニ
に
放
送
局
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ル
バ
イ

ト
を
掛
け
持
ち
し
て
、
バ
イ
ト
と
大
学
の
往
復
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
生
活
で
し
た
。
め
ま
ぐ
る
し
い
毎

日
で
し
た
が
、
そ
こ
で
様
々
な
人
に
会
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
事
が
今
、
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
経
験
し
な
さ
い
、
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

確
か
に
経
験
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
取
材
を

し
て
い
て
、
自
分
の
知
ら
な
い
場
所
、
状
況
、
考
え
方
に

触
れ
た
時
、
記
事
に
す
る
の
に
苦
労
し
ま
す
。
だ
け
ど
一

度
経
験
し
て
い
れ
ば
、
理
解
で
き
る
は
ず
で
す
。
経
験

が
モ
ノ
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
仕
事
や
生
活
に
よ
ら
ず
、

誰
に
で
も
言
え
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
も
自
分
で
経
験

す
る
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
み
な
さ
ん
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
人
と
会
話
し
て
下
さ
い
。
話
を
す
る

こ
と
で
、
自
分
と
は
違
う
感
性
、
考
え
方
、
文
化
で
物

事
を
見
て
下
さ
い
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
多
く
の
経
験
を

盗
み
取
っ
て
下
さ
い
。
話
を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
理
解

度
も
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て
き
ま
す
。

　
あ
な
た
の
窮
地
を
救
っ
て
く
れ
る
の
は
、
も
し
か
し

た
ら
先
生
の
経
験
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ぁ
、
思
い
切
っ

て
話
し
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
経
験
を
盗
め
！
！
！
」  ■ＫＫＴ熊本県民テレビ 報道制作部 勤務

河村 薫子
　　平成１３年３月卒（総合管理学部総合管理学科）

中央が河村さん

卒業生からのメッセージ
Message for you

　
マ
ン
ド
リ
ン
は
、
イ
タ
リ
ア
の
弦
楽
器
で
す
。
弦
の

数
は
八
本
で
、
同
じ
高
さ
の
音
を
出
す
弦
が
二
本
ず
つ

あ
り
、
二
つ
の
同
音
弦
を
一
度
に
弾
く
の
で
、
強
く
て
き

め
細
や
か
な
音
が
で
ま
す
。

　
演
奏
技
法
の
一
つ
で
あ
る
ト
レ
モ
ロ
奏
法
を
マ
ス
タ

ー
す
る
の
に
は
少
し
根
気
が
い
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
乗

り
越
え
れ
ば
あ
る
程
度
の
曲
は
ど
ん
な
も
の
で
も
弾
き

こ
な
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

初
心
者
で
も
大
歓
迎
。
部
員
も
大
学
に
入
っ
て
か
ら
始

め
た
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
楽
器
は
マ
ン
ド
リ
ン
の
他
に
、マ
ン
ド
ラ
に
ギ
タ
ー
、

ベ
ー
ス
な
ど
も
あ
る
の
で
ど
れ
で
も
好
き
な
楽
器
を
選

ん
で
演
奏
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
学
内
・
部
内
演
奏
会
に
加
え
て
、
依
頼

が
あ
れ
ば
学
外
で
の
演
奏
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
し
、

毎
年
夏
休
み
の
合
宿
で
は
、
親
睦
を
深
め
な
が
ら
楽
し

く
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
部
員
の
数
は
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
み
ん

な
で
和
気
藹
々
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
音
楽
が
好
き
な

人
は
一
度
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。

マ
ン
ド
リ
ン
部

ダ
イ
ビ
ン
グ
部

サークル便り
Circle News

　
私
た
ち
ダ
イ
ビ
ン
グ
部
は
現
在
、
２
年
生
５
人（
う

ち
男
１
人
）、
１
年
生
７
人（
う
ち
男
４
人
）の
合
計
12

人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
的
に
毎
週
月
曜
日
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、

前
期
・
後
期
に
そ
れ
ぞ
れ
４
、
５
回
程
度
、
監
督
で
あ

る
坂
田
氏（
Ｎ
Ａ
Ｕ
Ｉ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）の
も
と
で
、

土
曜
日
に
プ
ー
ル
ト
レ
、
日
曜
日
に
海
洋
講
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
１
年
間
に
合
宿
を
４
回（
春
合
宿
、

新
歓
合
宿
、
夏
合
宿
、
冬
合
宿
）行
い
ま
す
。
新
歓
合

宿
と
冬
合
宿
は
鹿
児
島
の
坊
津
で
、
夏
合
宿
は
奄
美

大
島
の
西
に
位
置
す
る
喜
界
島
で
、
そ
し
て
今
年
の
春

合
宿
は
沖
縄
の
久
米
島
で
行
い
ま
す
。

　
水
中
カ
メ
ラ
で
水
中
の
風
景
や
魚
の
姿
を
撮
り
、
例

年
白
亜
祭
で
は

場
所
を
お
借
り

し
て
写
真
展
を

開
い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
ダ

イ
ビ
ン
グ
と
い

う
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
海
と
自

然
と
親
し
み
、

そ
し
て
大
学
の

部
活
動
を
通
し

て
人
間
的
な
成

長
を
は
か
り
、

部
員
全
員
で
一

つ
一
つ
の
活
動
に

対
し
て
楽
し
み

な
が
ら
、
そ
し

て
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
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就職支援スケジュール（平成１３年度の場合）

●2003年3月卒採用計画が公開
　（一部大手）

●一部企業において選考スタート

●個別企業説明会スタート

●合同企業説明会スタート

●大手企業採用スタート

●合同企業説明会

●個別企業説明会

●合同企業説明会

●個別企業説明会

●合同企業説明会

●個別企業説明会

●県内企業の採用数（大枠）が決定

●合同企業説明会

●個別企業説明会

●県内企業採用活動ピーク

●合同企業説明会

●個別企業説明会

●県内企業採用活動ピーク

●合同企業説明会

●個別企業説明会

●県内企業採用活動ピーク

●内定出し

●公務員採用試験

　（国Ⅰ、国税、裁判所、労基、熊本県・市）

●公務員採用試験（国Ⅱ）

●正式決定

●就職ガイダンス

●公務員ガイダンス

●教員ガイダンス

●職業適性検査

●公務員講座説明会

●公務員最終合格者発表会

●就職準備セミナーⅠ(30)『自己分析』 
●エントリーシート、履歴書添削・指導開始

●教員講座説明会、開講

●就職準備セミナーⅡ

『インターネット利用法、業種・職種研究』 
●４年次就職活動体験発表『民間』

●公務員ガイダンス『ＯＢ・ＯＧ』

●就職準備セミナーⅢ『ＳＰＩ対策』

●就職準備セミナーⅣ『エントリー対策』

●公務員講座開講

●就職準備セミナーⅤ 
『マナー・面接対策』

●就職準備セミナー補講Ⅰ

●就職準備セミナー補講Ⅱ

●第２回進路意向面接

●就職用写真撮影

●企業見学会

●就職セミナー週間

　・最新就職情報ガイダンス

　・模擬集団面接

　・学内企業セミナー

　・筆記試験対策セミナー etc 
●公務員講座合宿

●求人票送付依頼

●公務員講座直前対策スタート

●各種公務員採用試験説明会

●学内企業説明会

●学内企業説明会

●学内企業説明会 

●自己分析開始

●就職情報会社（リクナビ・毎コミな

　ど）へのインターネット登録開始

●個別企業説明会申込開始

●エントリーシート記入・提出スタート

●就職情報誌が到着し始める

●企業研究開始

●業種の絞り込み

●資料請求開始

●会社案内が到着し始める

●企業の絞り込み

●進路登録カード提出

●ＯＢ・ＯＧ訪問

●会社説明会への参加

●面接・筆記試験

●会社訪問開始

企業の動き

７
月

3
年
次

１０
月

１１
月

１２
月

１
月

２
月

３
月

４
月

4
年
次

５
月

６
月

７
月

１０
月

支援事業 学生の動き

就
職
に
関
す
る

お
知
ら
せ

【公務員・教員試験対策講座】
　ビデオ教材や教員による直接指導によ
って、国家公務員や地方公務員試験合格
へ向けて徹底指導します。

【ベンチャー・ビジネス講座】
　ベンチャー企業等から講師を招き、起
業化に興味を持つ学生を指導、アドバイ
スします。

　テレビ局・新聞社等から講師を招き、
マスコミに就職を希望する学生を徹底指
導します。

【簿記検定講座】
　企業の財務状況を把握し帳簿管理を行
う、あらゆる企業で評価の高い資格の取
得に向けて実施しています。

【ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ・ﾌ ﾗ゚ﾝﾅｰ養成講座】

※
詳
し
く
は
学
生
課
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

　個人資産の適切な運用の提案といった
総合的なコンサルティングを行う資格の
取得に向けて実施しています。

【マスコミ講座】

【情報処理技術者試験対策講座】
　国家資格「ビジネス・アドミニストレ
ータ」の取得に向け、エンドユーザ部門
の情報化リーダーを養成しています。

【宅地建物取引主任者講座】
　不動産取引に関する専門的知識を持ち、
金融・不動産業界などの企業で有力な資
格の取得に向けて実施しています。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
講
し
て

　
私
は
、大
学
で
マ
ス
コ
ミ
講
座
を
受
講
し
た
り
す
る
な
ど
、前
々
か

ら
マ
ス
コ
ミ
業
界
に
興
味
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。今
回
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
で
希
望
通
り
に
テ
レ
ビ
局
で
学
ぶ
機
会
を
得
た
時
、私

は
次
の
２
つ
の
こ
と
を
１
週
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
課
題
に

し
ま
し
た
。

　
※
　
マ
ス
コ
ミ
業
界
の
仕
事
と
は
、実
際
ど
ん
な
も
の
な
の
か
？

　
※
　
働
く
と
い
う
こ
と
は
、ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
？

　
３
日
目
に
、記
者
と
カ
メ
ラ
マ
ン
に
つ
い
て
実
際
の
取
材
に
同
行

さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、今
回
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
中
で
、私
が
一
番
衝
撃
を
受
け
た
体
験
だ
と
言
え
ま

す
。取
材
中
の
記
者
の
機
敏
で
無
駄
の
な
い
動
き
、ま
た
わ
ず
か
な
時

間
で
の
原
稿
作
成
、中
で
も
、カ
メ
ラ
マ
ン
の
編
集
作
業
に
は
、た
だ

た
だ
感
動
の
一
言
で
し
た
。放
送
ま
で
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
15

〜
20
分
間
の
テ
ー
プ
を
１
分
足
ら
ず
に
編
集
し
て
い
く
。プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
は
時
間
が
押
す
ご
と
に
厳
し
く
な
り
・・・
見
て
い
る
私
た
ち
が

息
を
す
る
の
で
さ
え
、た
め
ら
わ
れ
る
く
ら
い
の
緊
張
感
の
中
、確
実

に
自
分
の
仕
事
を
こ
な
す
、ま
さ
に
、「
プ
ロ
の
仕
事
」で
し
た
。実
際

に
そ
の
場
に
い
て
、プ
ロ
の
空
気
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
て
、本
当
に

貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
当
初
の
課
題
で
あ
っ
た
、「
マ
ス
コ
ミ
業
界
の
仕
事
と
は
？
」ま
た
、

「
働
く
と
い
う
こ
と
と
は
？
」と
い
う
２
点
に
つ
い
て
は
、少
し
で
は

あ
り
ま
す
が
、自
分
な
り
の
答
え
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
と
思

え
ま
す
。自
分
の
想
像
以
上
に「
仕
事
」は
、厳
し
い
も
の
で
し
た
。働

く
時
間
も
長
く
、責
任
も
重
い
。自
分
の
考
え
を
持
っ
て
い
な
い
と
、

す
ぐ
に
潰
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
と
不
安
を
抱
く
ほ
ど
で
し

た
。し
か
し
、働
く
人
、自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
人
の
目

は
、輝
い
て
い
ま
し
た
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
中
は
、ど
う
し
て
も
同

性
で
あ
る
こ
と
か
ら
、女
性
の
働
く
姿
に
目
が
い
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
が
、や
は
り
、自
分
の
仕
事
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
は
、女
性
と
し
て
も
と
て
も
魅
力
的
で
し
た
。

　
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え
て
、私
は「
働
く
こ
と
に
よ
っ

て
、自
分
の
魅
力
を
益
々
高
め
て
く
れ
る
仕
事
に
就
き
た
い
」と
、強

く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、

今
回
の
テ
レ
ビ
局
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、と
て
も
意
義
の
あ

る
も
の
で
し
た
。

　
こ
こ
数
年
、
非
常
に
厳
し
い
就

職
状
況
が
続
い
て
い
る
中
、
本
学

で
は
学
生
が
少
し
で
も
満
足
の
い

く
就
職
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、

各
段
階
に
応
じ
て
様
々
な
就
職
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
特
に
好
評
な
の
が
次
の
よ
う
な

特
別
講
座
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
職
業
体
験
実
習
）

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
、
在
学
中
に
専
攻
分
野
や
興
味
の
あ
る
業
種
の
民
間
企
業
等
の
職
場
で
実
際
に
仕
事
を
行
い
、
自
ら

の
就
業
意
識
を
明
確
に
し
、
将
来
の
進
路
決
定
の
参
考
と
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
本
学
で
は
平
成
１０
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
今
年
度
も
夏
休
み
期
間
中
の
８
月
に
、３
年
生
を
中
心
に
自
治
体
に
２９
人
、
民
間
企
業
に
６０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
の
１
人
、
古
谷
博
子
さ
ん
（
総
合
管
理
学
部
３
年
）
の
レ
ポ
ー
ト
を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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韓
国
は
隣
国
で
あ
り
な
が
ら
、ど

う
い
う
国
か
ほ
と
ん
ど
知
ら
ず
、自

分
の
目
で
韓
国
を
見
、肌
で
感
じ
た

い
と
思
い
、こ
の
研
修
に
参
加
し
た
。

　
研
修
を
通
し
て
一
番
感
じ
た
こ

と
は
、「
韓
国
人
の
日
本
に
対
す
る

関
心
と
日
本
人
の
韓
国
に
対
す
る

関
心
の
温
度
差
」で
あ
る
。韓
国
で

は
中
学
校
で
漢
字
を
習
い
、高
校
で

は
第
２
外
国
語
と
し
て
日
本
語
を

選
択
す
る
学
生
が
非
常
に
多
い
と

い
う
話
を
聞
い
た
。だ
か
ら
学
生
は

み
ん
な
漢
字
で
自
分
の
名
前
を
書

く
こ
と
が
出
来
る
そ
う
だ
。そ
れ
に

比
べ
て
韓
国
語
教
育
を
受
け
て
い

る
日
本
の
学
生
は
本
当
に
少
な
い
。

　
ま
た
、歴
史
教
科
書
、靖
国
参
拝

問
題
等
が
あ
り
、韓
国
訪
問
に
心
配

も
あ
っ
た
が
、快
く
受
け
入
れ
、も

て
な
し
て
く
れ
た
。韓
国
の
人
に「
韓

国
の
人
は
親
切
」と
言
う
と
、い
つ

も「
日
本
人
の
方
が
親
切
」と
い
う

答
え
が
返
っ
て
き
た
。日
本
に
対
し

て
何
か
期
待
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
、

日
本
は
そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
な
国
だ
ろ
う
か
と
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。

　
こ
の
研
修
で
の
一
番
の
収
穫
は
、

韓
国
の
良
い
部
分
を
た
く
さ
ん
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
て
、韓
国
に
対

す
る
関
心
が
確
実
に
高
ま
っ
た
こ

と
で
あ
る
。も
っ
と
韓
国
に
関
心
を

持
つ
日
本
人
が
増
え
、両
国
の
関
心

の
温
度
差
が
縮
ま
っ
て
ほ
し
い
と

思
う
。

　
最
後
に
、こ
の
よ
う
な
機
会
を
与

え
て
下
さ
っ
た
両
国
の
関
係
者
の
方
々

に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

渡
辺
　
真
代

（
総
合
管
理
学
部
総
合
管
理
学
科
４
年
）

祥
明
大
學
校
短
期
研
修
団
報
告

　
平
成
１３
年
９
月
１
日（
土
）か
ら
９
月
１０
日（
月
）、
祥
明
大
學
校
へ
短
期
研
修
団
を
派
遣

し
ま
し
た
。
稲
川
順
一
教
授（
文
学
部
）の
引
率
で
、
１２
人
が
参
加
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
百

済
文
化
探
訪
を
通
し
て
韓
国
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
留
学
生
に
よ
る
外
国
語
（
韓

国
語
、
中
国
語
）
講
座
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
留
学
生
と
も
友
達

に
な
れ
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。
詳

し
く
は
国
際
倶
楽
部
（
研
究
棟

１
階
）
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

耳
寄
り
情
報

　
国
際
交
流
へ
の
関
心
を
高
め
る
た

め
、
平
成
13
年
12
月
13
日
（
木
）
午

後
２
時
か
ら
講
義
棟
第
２
講
義
室
で

「
国
際
交
流
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
中
国
茶
研
究
家
で
香
港
で

の
起
業
経
験
を
持
つ
村
山
星
子
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、「
さ
あ
夢
へ
進
一
歩

（
ジ
ン
イ
ー
ブ
）
〜
そ
こ
か
ら
始
め
る
」

と
題
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
や
香
港
、
ア
メ

リ
カ
で
の
留
学
体
験
や
中
国
茶
の
魅

力
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
悩
む
前
に
、
ま
ず
行
動
に
移

す
こ
と
」
、「Y

ou 
can ,t 

get 
everything!

何
か
を
選
択
す
る
こ

と
は
、
何
か
を
捨
て
る
こ
と
」
と
い

う
村
山
さ
ん
に
参
加
者
か
ら
は
活

発
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

国
際
交
流
講
演
会

外
国
人
留
学
生
と
の

交
流
会

　
平
成
13
年
12
月
12
日
（
水
）
午

後
６
時
か
ら
第
２
学
生
会
館
で
「
外

国
人
留
学
生
と
の
交
流
会
」
が
開
催

さ
れ
、
60
名
ほ
ど
（
う
ち
外
国
人
留

学
生
12
名
）
の
参
加
者
た
ち
が
、
互

い
に
自
分
の
国
の
こ
と
を
話
し
合
い
、

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
合
唱
部
が
日

本
の
歌
を
披
露
し
た
り
、
合
氣
道
部

が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

な
ど
、
国
際
色
豊
か
な
交
流
会
と
な

り
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
本
学
で
は
、外
国
か
ら
の
学
生
を

受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。今

年
は
５
月
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
、６
月

に
韓
国
か
ら
の
短
期
研
修
受
入
を

予
定
し
て
い
ま
す
。期
間
は
４
日
か

ら
10
日
程
度
で
す
。応
募
し
て
下
さ

っ
た
方
は
、韓
国
及
び
米
国
へ
の
短

期
研
修
や
留
学
に
際
し
て
、特
典
を

受
け
ら
れ
ま
す
。詳
し
く
は
学
生
課

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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白
亜
祭
の
開
催

第
３７
回

CN

西
日
本
大
会
で
ベ
ス
ト
４
・

国
際
大
会
に
６
名
が
選
抜

　
〜
軟
式
野
球
部
〜

九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で

銅
賞
受
賞

　
〜
吹
奏
楽
部
〜

　
軟
式
野
球
部
は
現
在
十
数
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
み
ん
な
野
球
が
大
好
き
で
、
と
て
も

仲
が
い
い
で
す
。
少
な
い
人
数
で
す
が
、
昨
年

の
南
九
州
地
区
で
の
秋
季
リ
ー
グ
戦
で
は
、
持

ち
前
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
３
季
ぶ
り
の
優
勝
を

果
た
し
、
滋
賀
県
の
彦
根
で
行
わ
れ
た
西
日
本

大
会
で
は
初
戦
に
勝
利
し
、
準
々
決
勝
で
は
全

日
本
大
会
準
優
勝
の
強
豪
校
を
破
り
、
準
決

勝
で
は
優
勝
し
た
大
学
に
惜
し
く
も
負
け
は

し
た
も
の
の
、
ベ
ス
ト
４
と
い
う
成
績
を
残
し

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
熊
本
で
開
催
さ
れ
た
国

際
大
会
で
は
、
本
学
か
ら
全
日
本
代
表
に
吉

田
圭
一
郎
が
、
九
州
選
抜
に
５
名
の
選
手
が
選

抜
さ
れ
ま
し
た
。
同
大
会
で
は
、
吉
田
圭
一
郎

が
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
選
出
さ
れ
る
素
晴
ら
し
い
活
躍
で
、

全
日
本
代
表
の
優
勝
に
貢
献
し
、
九
州
選
抜

の
５
名
も
そ
れ
ぞ
れ
の
活
躍
で
準
優
勝
へ
と
導

き
ま
し
た
。
現
在
、
新
チ
ー
ム
で
新
た
な
目
標

で
あ
る
全
日
本
大
会
出
場
に
向
か
っ
て
日
々
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
今
後
の
軟
式
野
球
部
の

活
躍
に
期
待
し
て
い
て
下
さ
い
。

全
国
大
会
出
場

　
〜
弓
道
部
〜

　
私
た
ち
は
、
男
子
４
名
・
女
子
８
名
の
計
１２

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
去
年
の
成
績
と
し
て
、

７
月
に
福
岡
で
行
わ
れ
た
九
州
地
区
大
会
で

女
子
団
体
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
慣
れ

な
い
決
勝
リ
ー
グ
に
進
み
九
州
の
強
豪
チ
ー
ム

と
対
戦
し
、
精
神
的
に
も
体
力
的
に
も
辛
か
っ

た
で
す
が
、
会
場
に
来
て
下
さ
っ
た
先
輩
方
や
、

部
員
の
大
き
な
声
援
を
支
え
に
チ
ー
ム
で
声

を
掛
け
合
い
最
後
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
出

し
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
よ

う
な
成
績
を
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
８
月
に
は
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
全
日
本
大
会
に
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

に
と
っ
て
初
め
て
の
全
国
大

会
で
、
会
場
の
大
き
さ
や
雰

囲
気
に
圧
倒
さ
れ
、
残
念
な

が
ら
あ
ま
り
よ
い
結
果
は
残

せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
国
の

強
い
チ
ー
ム
を
見
た
こ
と
や
、

大
き
な
会
場
で
弓
を
引
い
た

こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
良

い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
部
員
み
ん
な
で
楽
し

み
な
が
ら
、
お
互
い
を
高
め

あ
っ
て
い
け
る
部
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　
私
た
ち
吹
奏
楽
部
は
、
音
楽
が
大
好
き
な

仲
間
が
集
ま
っ
た
と
て
も
仲
の
い
い
サ
ー
ク
ル

で
す
。
昨
年
は
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞

を
受
賞
、
九
州
大
会
の
推
薦
団
体
に
選
ば
れ
、

長
崎
で
開
か
れ
た
同
大
会
で
は
銅
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
き
つ
い
練
習
や
慣
れ
な
い
土
地
で

の
大
会
へ
の
出
場
は
大
変
で
し
た
が
、
こ
の
大

会
に
出
場
し
た
こ
と
で
演
奏
の
レ
ベ
ル
も
ず
い

ぶ
ん
上
が
り
、
精
神
的
に
も
一
回
り
強
く
な
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ま
た
素
晴
ら
し
い
演

奏
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も

有
意
義
な
体
験
で
し
た
。
現
在
の
人
数
は
４
人

（
２
年
生
以
下
）
と
少
な
い
で
す
が
、
熊
本
大
学
、

崇
城
大
学
、
九
州
看
護
福
祉
大
学
と
協
力
し

合
い
、
各
大
学
の
定
期
演
奏
会
や
行
事
に
参

加
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
他
大
学
の
吹
奏
楽
部
と
の
交
流

は
、
交
通
手
段
な
ど
大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
６
月
に
は
こ
の
４
大
学
が

合
同
で
行
う
ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
、

実
現
に
向
け
て
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

弓道部写真未入

　
去
る
11
月
10
日
（
土
）
、
１１
日
（
日
）

に
、
本
学
の
学
園
祭
「
白
亜
祭
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

円
満
、
良
、
ま
と
ま
り
“と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
た
「
○
」
。
両
日
と
も
晴

天
に
恵
ま
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

　
各
サ
ー
ク
ル
は
大
学
生
活
に
お
け

る
日
頃
の
活
動
成
果
を
発
表
し
た
り
、

模
擬
店
で
大
声
で
呼
び
込
み
を
し
た

り
と
、
団
結
し
な
が
ら
白
亜
祭
を
成

功
に
導
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ

上
で
は
歌
、
ダ
ン
ス
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
な
ど
多
彩
な
催
し
に
来
場
者

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

C A M P U S N E W S

　
本
学
に
は
、
現
在
、
体
育
系
と

文
化
系
を
合
わ
せ
て
約
６０
の
ク
ラ

ブ
・
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
年
度
、
全
国
大
会
等
で

活
躍
し
た
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。
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C A M P U S N E W SCN

　
平
成
13
年
４
月
か
ら
携
帯
電
話
（
J-

P
H
O
N
E
、N
T
T
 

D
o
C
o
M
o
の
み
）
に
対
応
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
よ
る
休
講
・
補
講
情
報
の
提
供
を
始
め
ま
し
た
。

　
あ
く
ま
で
も
補
助
的
な
も
の
と
し
て
の
提
供
で
す
が
、
学
内
掲

示
板
の
再
確
認
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ア
ド
レ
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
J-

P
H
O
N
E
、

　
N
T
T
 D
o
C
o
M
o
の
み
で
の
提
供
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昨
年
６
月
に
「
環
境
共
生
学
部
大

学
院
設
置
・
検
討
準
備
委
員
会
」
が

発
足
し
ま
し
た
。

　
環
境
共
生
学
部
は
、
自
然
環
境
と

人
間
活
動
の
共
生
を
目
指
し
た
自

然
科
学
系
の
学
部
と
し
て
平
成
11

年
度
に
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

委
員
会
で
は
、
こ
の
環
境
共
生
学
部

を
基
礎
と
す
る
大
学
院
研
究
科
を

平
成
15
年
４
月
に
設
置
す
べ
く
、
今

年
６
月
に
文
部
科
学
省
へ
設
置
認
可

申
請
を
行
う
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。

【新刊図書等の御案内】
丸山真男ー「近代主義」の射程
目で学ぶ知的財産権法(生駒正文 他）
家族社会学(木下謙治）
玉塵抄の語法(山田潔）
地球環境外交と国内政策（蟹江憲史）
行政法の発展と変革(上･下）（小早川光郎 他）
認知科学モノグラフ(日本認知科学学会編）
その他

専門図書等

鯨の哭く海、中陰の花、愛の領分、邪悪な花鳥風月
その他

文 藝 関 係

仏教伝来と聖徳太子：飛鳥･白鳳時代
運慶と快慶：鎌倉時代
華麗なる王朝の美
北の国から(１～8巻）
虐殺の村を逃れて:ボスニア
その他

ビデオテープ

シックス・センス
ミッション･インポッシブル
マトリックス
その他

Ｄ Ｖ Ｄ

 ※　入館する場合は学生証(又は図書館利用者証）を係員に提示ください。　
 ※　視聴覚資料(ビデオテープ等）は館外貸出しはできません。
 ※　貸出図書については返却期限を厳守ください。
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最
近
配
架
し
ま
し
た
図
書
等
を
御
案
内
い
た
し
ま
す
。

紙
面
の
関
係
で
一
部
し
か
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん

配
架
し
て
お
り
ま
す
。
大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

環
境
共
生
学
部
大
学
院
設
置
検
討
・
準
備
委
員
会
が

で
き
ま
し
た

管
理
栄
養
士
養
成
施
設
の

課
程
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

休
講
・
補
講
情
報
の

携
帯
電
話
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

名
誉
教
授

＊
平
成
13
年
６
月
28
日
授
与
　
　

福
田
 
益
和
 
氏

（
元
文
学
部
長
）

死
亡
叙
位

　
平
成
13
年
９
月
13
日
発
令
　
　

八
淵
 
龍
成
 
氏

（
熊
本
女
子
大
学
名
誉
教
授
、
元
文
学
部
長
）

　
本
学
の
環
境
共
生
学
部

食
・
健
康
環
境
学

専
攻
が
、
平
成
14
年
１
月
21
日
付
け
で
文
部

科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
「
管
理

栄
養
士
養
成
施
設
」の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
指
定
申
請
の
経
緯
は
、
同
専
攻
は
今
ま
で「
栄

養
士
養
成
施
設
」
で
あ
り
、
栄
養
士
の
免
許
及

び
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
受
験
資
格
が
取

得
可
能
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
、
生
活
習
慣

病
が
国
民
の
健
康
面
に
お
け
る
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
管
理
栄
養
士
制

度
を
見
直
す
た
め
に
、
栄
養
士
法
が
平
成
12

年
４
月
に
改
正
さ
れ
、
平
成
14
年
４
月
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
改
正
に

よ
り
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
を
受
け
る
た
め

に
は
、
栄
養
士
養
成
施
設
を
卒
業
後
１
年
以

上
の
実
務
経
験
が
必
要
と
な
り
、
そ
こ
で
、
同

専
攻
で
は
、
従
来
と
同
様
の
条
件
で
実
務
経

験
な
し
で
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
受
験
資

格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
両
省
に
対
し

指
定
申
請
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
高
度
な
専
門
的
知
識
及
び
技
術

を
持
っ
た
質
の
高
い
管
理
栄
養
士
を
養
成
し
て

い
き
ま
す
。 
 

　
な
お
、
適
用
は
平
成
14
年
４
月
以
降
の
入

学
者
か
ら
と
な
り
ま
す
。

（イ）平成１４年３月まで

（ア）平成１４年４月以降

●栄養士法改正による管理栄養士国家試験の受験資格の見直しイメージ

管
理
栄
養
士
免
許

管理栄養士養成施設
修業年限４年

１

２

実務経験３年以上

実務経験２年以上

実務経験１年以上

栄養士養成施設

修業年限２年

修業年限３年

修業年限４年

栄
養
士
免
許
取
得

管
理
栄
養
士
国
家
試
験

管
理
栄
養
士
登
録

管理栄養士養成施設
修業年限４年

１

２

実務経験２年以上

実務経験１年以上

管理栄養士国家試験
科目の一部免除栄

養
士
免
許
取
得

管
理
栄
養
士
国
家
試
験

栄養士養成施設

修業年限２年

修業年限３年

修業年限４年

本学は平成１４年３月まで（イ）の２の修業年限４年の「栄養士養成施設」であったが、
平成１４年４月より（ア）の１の「管理栄養士養成施設」となる。

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/kyoumu/i/index.html
■ i-mode用

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/kyoumu/j/index.html
■ j-sky用

平成１２年４月に完成した「環境共生学部新棟」
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ご意見・感想募集
本誌についてのご意見、ご感想を下記にお寄せく
ださい。みなさまのお声を参考に、今後の学報編
集を行っていきたいと考えておりますのでよろし
くお願いいたします。

〒８６２-８５０２（住所記載不要）
熊本県立大学事務局総務企画課
「春秋彩」担当行
ＦＡＸ：０９６-３８４-６７６５
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１３総  熊県大

③　００４
古紙配合率100％再生紙を使用しています
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